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詳しくは、経済振興課 商工労働係まで。

【 事　業　概　要 】

　ふるさと納税返礼品や通信販売など町外からの資金獲得を目的とした、本町の地域資源を活用した商品開発や
改良、新たな販路開拓の取り組みを応援する「新商品開発等チャレンジ支援事業補助金」の申請を受け付けてい
ます。
　受付は、予算の限りとなります。希望される方は、申請期間内に申請してください。�

事業者の新商品開発や販路開拓を応援します

〇補助対象者…以下のすべての要件を満たし、町税等に滞納がない方
　・町内に本店を有する法人または本町に住民登録をしている個人事業者
　・事業に必要な資格や許可を有し、商品等を自ら製造・加工または販売すること
　　※令和５年度の本事業、令和４年度の特産品開発等支援事業の活用事業者は現段階では申請不可
〇補助対象事業…以下のいずれかの事業のうち、令和７年３月31日までに完了するもの
　①新商品開発・改良事業…町外への販売を目的とした新商品の開発や改良の取り組み
　②販路開拓事業…新たな流通先を獲得するための取り組み
〇補助率・補助限度額
　�①補助対象経費の４分の３以内、上限50万円（下限30万円）
　②補助対象経費の３分の２以内、上限30万円（下限10万円）
〇補助対象経費
　・通常の事業経費やほかの補助金等の支援を受ける経費に該当しないもの
〇申請期間
　�・５月31日㈮まで

申請に必要な書類など
町ホームページから

入手可能です。

地 行く�協力隊が
おこし域

―�Vol.81
　ゴールデンウィークといえば、初夏のイメージが強いでしょう。気温は30度近くに
上がり、季節外れのセミが鳴いていることも少なくないはず。ですが、中標津のゴール
デンウィークは桜の季節と聞きました。そこで今回の記事では、埼玉の花見と中標津の
花見の違いについて書いていこうと思います。

　埼玉の花見は基本的に３月下旬から４月上旬に行われます。い
くら埼玉とはいえ、気温は６～８℃と冷え込みます。その寒い中、
屋外で弁当を食べながら飲酒で体内から温まるハードなイベント
というイメージが一般的です。コロナ禍で自粛傾向ではあります
が、今もなお人気のイベントの１つとなっています。
　桜が綺麗に見えるスポットの場所取りは熾烈なものとなり、３～４日前から場所取りを
始める人も少なくないそう。私も毎年、氷川神社に花見に行って凍えながら骨付きソーセー
ジを食べていた思い出があります。震えながら骨付き肉を食べている姿はかなり不審です。
今思うと、よく通報されなかったなと思いました。ですが、中標津の花見は桜を遠目に見
ながらBBQに興じるイベントとのこと。桜の品種が本州と異なり、チシマザクラやエゾ
ヤマザクラの開花シーズンがBBQのシーズンと被っているそうです。なんて優雅なんだ…。

　中標津に地域おこし協力隊としてやってきて早10か月。まだまだ知らないことばかりですが、夏祭りやライ
ダースミーティングなど楽しみなことも盛りだくさん。今までの経験を活かしながら、これからも新しいことに
挑戦していきたいと思います。

氷川神社の桜！

こちらはしだれ桜

　地域の豊富な食材への「旬」の理解を深めてもらうとともに、町内の飲食店への継続的な誘客に向けた取り
組みとしてシーズン毎に指定した「旬の食材」をそれぞれのお店の特色を活かしたその時季にそのお店でしか
味わえないメニューを「旬の食材を活かした料理」として提供いただける飲食店を募集しています。

問い合わせは、経済振興課 観光振興係まで。

◆募集期間：５月７日㈫～23日㈭
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